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　土地区画整理事業を施行する市町村等に対して、事業
地内の県道整備を行う場合、県がその費用の一部を補助
し、健全な市街地の形成を図る。

　区画整理事業県道整備費　△68,938千円
　国庫内定差による減

（１）事業内容
　　　土地区画整理事業により都市計画決定された県道等を整備する4市4地区に補助する。
　　　補助地区：和光市駅北口地区、深谷市中央地区、熊谷市上之地区、川口市石神西立野地区
       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 254,031千円→185,093千円

（２）事業計画
　　  年度別事業計画(単位：千円)
　　　年　度 　   令和4年度　 令和5年度　 令和6年度　　令和7年度　　令和8年度　　令和9年度
　　　地区数　　　　　　　6　　　　　 4　　　　　 5　　　　　　4　　　　　  2　　　　　  5
　　　当初予算額  　308,121　   174,332     126,660      254,031       69,300      290,240
　　　補正予算額　　224,624　　 102,091     125,367      185,093

（３）事業効果
　　　土地区画整理事業で県道を整備した場合、県道沿線に不整形な土地や残地が発生しないため、土地活用が進む。
　　　また、地区外への移転が生じないことから地域のコミュニティを維持することができ、良好な市街地形成につ
　　ながる。
　　　【活動指標(アウトプット)】都市計画決定された県道等を整備する4市4地区に補助
　　　【成果指標(アウトカム)】健全な市街地が形成された面積（使用収益開始面積）19ha増

（４）補正予算の概要
　　　国庫内定差による減　△68,938千円

２　事業主体及び負担区分
事業主体：市町村、組合、個人
国1/2(県1/3～1/5)施行者3/10～1/6

３　地方財政措置の状況
公共事業等債
充当率90％　(通常分50％　財対分40％)
交付税措置　財対分　50％
補正予算債　100％

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×4.6人＝43,700千円
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現計額 254,031 254,000 31
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事業名

単位事業名 予算額 △ 68,938千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

県債・ △69,000 ― 県単独街路事業債
土木債

一般財源 62 ―

合計 △68,938 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 △68,938 ― 国庫補助金の内定差が生じたことによる補助金の減　△68,938千円

合計 △68,938 ―
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